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型 RH2 株を用いて検討したものである。その結果、RH2 が感染した扁平上皮癌細胞からは、樹状細胞
の成熟を促進し、CD4⁺T 細胞と CD8⁺T 細胞を活性化する因子が放出されること、そのなかに免疫増
強に働く damage-associated molecular patterns（DAMPs）が存在することを明らかにした。 
 以上は、腫瘍融解性ウイルス療法における放出腫瘍免疫増強因子の関与を示したものであり、博士
（歯学）の学位授与に値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
